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1 はじめに 
 本稿では、最近のフィールド調査で集めたデータに基づいて、ハイスラ語 (Haisla) で見ら
れる語彙的接辞 (lexical affix) という派生接辞の一種である身体部位接尾辞の使用に関して
現段階で観察できたことについて論じる。身体部位接尾辞は述語に付き、身体の各部位の意
味をもたらす接尾辞のことである。ハイスラ語には、身体部位を表す自由形態素もある1。身
体部位接尾辞の例を集めている目的は次の通りである： 
 
A) 先行研究で挙げられている身体部位接尾辞が実際に使われているかどうかの確認。 
B) 身体部位接尾辞は先行研究で指摘されているような形態音韻論的変化 (いわゆる end    
    effect) を引き起こすかどうかの確認。 
C) 身体部位接尾辞はどのような意味で使えるのかなどの確認。 
 
 前述のデータ採取目的を踏まえて、本稿では次の 4 つを明らかにすることを目的とする： 
 
D) 先行研究で挙げられている身体部位接尾辞は全て筆者のインフォーマントが使えるわけ 
   ではないこと、先行研究の記述と違う意味で使う場合があること、先行研究で見ていない
   身体部位接尾辞を使っていること。また、その理由についての私見も述べる。 
E) インフォーマントが一部の身体部位接尾辞を使った際に、先行研究の記述と違う形態音 
    韻論的変化が生じる例があること。 
F) ハイスラ語の身体部位接尾辞が担う意味役割は道具 (instrument) が不可能なようである 
   こと。 
G) 先行研究では、変化を伴う他動詞に身体部位接尾辞が付いた時に再帰的な使い方しかな 
    いと示唆されているにも関わらず、実際には非再帰的な使い方もあること。 
 
 本稿の内容は次の流れで進めていく： 
 
・先ず第 2 章では、ハイスラ語の概要を紹介し、本稿で使われる語彙的接辞と end effect と 
  いう用語について説明する。 
・第 3 章では、本稿のテーマの背景と先行研究及び本稿で扱うデータなどについて述べる。 
・第 4 章では集めたデータを示し、第 5 章では、データについての考察を行う。 
・第 6 章で考察をまとめ、第 7章では、残る問題点と今後の課題について述べる。 
 
1  本稿で示すデータでも分かるように、身体部位接尾辞は身体部位を表す自由形態素よりジェネリックな
  意味を持っている。 
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2 ハイスラ語について 
 ハイスラ語は、カナダのブリティッシュ・コロンビ
ア州でハイスラ族という先住民に話されている危機
言語であり、ワカッシュ語族の北ワカッシュ語派に属
している。2018 年 8 月の時点で、ハイスラ語の話者数
は、87 人であった (Vattukumpu 2018: 42) 。話者は全
員ハイスラ語と英語のバイリンガルで、ほとんどブリ
ティッシュ・コロンビア州の中央部に所在しているキ
タマート村 (Kitamaat Village) に在住している (地図
1)。 
 ハイスラ語は、基本語順が述語―主語―目的語であ
り、音韻論的・形態論的な体系が複雑で、複統合的な  地図 1：キタマート村の所在地 
言語であると記述されたことがある (Bach 1995: 13) 。 
ハイスラ語の音韻体系や人称接語及び本稿で採用されている表記法については、本稿末尾に
付属参照資料を添付している。次に、本稿での議論を進めるにあたり、説明しておくべき特
徴として、語彙的接尾辞といわゆる end effect という形態音韻論的現象について示す。 
 
2.1 語彙的接辞について 
 語彙的接辞は、具体的で、且つ、語彙的な意味をもつ拘束形態素(Muro 2008: 6, Kazama 2011: 
56 など) であり、Mithun (1997: 357) によって「語根のような接辞」とも呼ばれている接辞
のことである。ハイスラ語の語彙的接辞は全て接尾辞であり、意味的に動詞や名詞に相当す
るものもあれば、副詞的表現などに相当するものもある。身体部位接尾辞は、語彙的接尾辞
の 1 種類である。語彙的接尾辞は、本稿のグロスで LS と表記している。 
 また、ハイスラ語の接尾辞には、最初の音素が脱落する異形態をもつものがある (Bach 
1990b: 63, Bach 2001a: 55-56) 。このような接尾辞の最初の音素は、先行研究 (Bach 1990b: 63) 
に倣って、ブラケット ( [ ] ) の中に入れている。 
 
2.2 end effectについて 
 ハイスラ語の接尾辞は、普通接尾辞 (plain suffixes)、有声化接尾辞 (voicing suffixes)と声門
化接尾辞 (glottalizing suffixes) の 3 種類に分けることができる (Bach 2001a: 57-60)。有声化
接尾辞と声門化接尾辞は、それらが付く語基 (base) の末子音を一定のパターンに従って別
の子音に変えることがある。語基の末子音がこのように接尾辞によって変わることを先行研
究では end effect と呼んでいる (Bach 2001a: 57)。これに対して、普通接尾辞は end effect を
生じさせることがない。end effect によって変わる子音は、無声の破裂音と破擦音及び幾つか
のその他の子音である。 
 本稿では、先行研究でも使われている記号 (Bach 2001a: 57-58) を採用し、普通接尾辞をハ
イフン (例: -t PAST) で、有声化接尾辞をイコール (例: =iɬ ‘室内で’) で、声門化接尾辞をハイ
フンとビックリマークの組み合わせ (例: -!ix̄d DES) で表示する。Bach (2001a: 58) は、有声化
接尾辞と声門化接尾辞による end effect を次の表 1 のようにまとめている。 
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表 1：Bach (2001a: 58) による end effect のまとめ 
語基末の子音 有声化接尾辞の end effect 声門化接尾辞の end effect 
無
声
破
裂 
・
破
擦
音 
-p -b -p̓ 
-t -d -t̓ 
-k -g -k̓ 
 -kʷ  -gʷ  -k̓ʷ 
-q -ḡ -q̓ 
 -qʷ  -ḡʷ  -q̓ʷ 
-c -z -c̓ 
-ƛ -λ -ƛ̓ 
 
そ
の
他
の
子
音 
-s -y / -z -y̓ / -c̓ 
-x -n -n̓ 
 -xʷ -w -w̓ 
 -x̄ʷ 同上 同上 
-ɬ -l -l̓ 
-l -l̓ -l̓ 
-m -m̓ -m̓ 
-n -n̓ -n̓ 
  
 表 1で見て取れるように、無声破裂音と無声破擦音は、有声化接尾辞によって有声化され、
声門化接尾辞によって声門化される。これに対して、その他の end effect を受ける子音は多少
異なる変化のパターンに従う。Vink (1977: 13) によれば、Bach (1990: 58) が挙げていない幾
つかの子音も end effect を受ける。この子音とその end effect は次の表 2 にまとめている： 
 
表 2：Vink (1977: 13) による更なる end effect を受ける子音 
語基末の子音 有声化接尾辞の end effect 声門化接尾辞の end effect 
-x̄ -x̄  -x̄ʔ 
-w -w   例無し 
-y -y -y̓ 
 
 筆者がこれまでに集めてきたデータの中で出てきた普通接尾辞と end effect の例を出す： 
 
 (1)  a.  húsa   +   -ƛ   ⇒  húsaƛ 
        ‘読む’      FUT        ‘読む (未来形)’ 
 
     b.  húsa   +   -t    ⇒  húsat 
        ‘読む’      PAST        ‘読んだ’ 
 
 (2)  a.  w̓ap-   +  =ad   ⇒  w̓abád 
         ‘水’      ‘持つ’       ‘水を持つ’ 
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      b.  guxʷ-   +  =ad   ⇒  gugʷád 
          ‘家’      ‘持つ’       ‘家を持つ’ 
 
 (3)  a.  yus-    +  -!ix̄d   ⇒  yúc̓ix̄d 
        ‘飲む’       DES         ‘飲みたい’ 
 
     b.  k̓aɬ-     +  -!ix̄d   ⇒  k̓ál̓ix̄d 
        ‘寝る’       DES         ‘寝たい’ / ‘眠い’ 
 
 (2b) で end effect の対象となっているのは、guxʷ の基底形である //gukʷ// である。ハイス
ラ語の無声の軟口蓋破裂音と口蓋垂破裂音 (/k/, /kʷ/, /q/, /qʷ/) は、語末と子音の前で同器官的
摩擦音 (/x/, /xʷ/, /x̄/, /x̄ʷ/) に変わる。 
 
3 研究目的とデータ及び先行研究について 
 最終的にはハイスラ語の記述文法を作成することが課題であるが、その一環として、ハイ
スラ語の語彙的接尾辞の目録を作成することを目的としている。この目的のために、語彙的
接尾辞のデータの体系的な採取を最近のフィールド調査で始めている。第一段階としては、
身体部位接尾辞のデータを集め、分析する。現段階では、集められた身体部位接尾辞のデー
タを一先ず整理しており、今後の分析や調査の方向性を考えているところである。 
  本稿で示すデータは全て、2019 年 11 月にキタマート村で聞き出し (elicitation) によっ
て集め、1 人のインフォーマントから得たものである。このインフォーマントはハイスラ語
を第一言語 (の 1 つ) として習得している。 
管見の限りでは、出版されたハイスラ語の先行研究の中には、身体部位接尾辞を網羅的に
まとめたものはないが、未出版の先行研究で唯一身体部位接尾辞のリストが見つかるのは、
表 3 に示す Bach (1990: 114-115) である： 
 
 表 3：Bach (1990: 114-115) によるハイスラ語の身体部位接尾辞のリスト（基底形） 
身体部位 接尾辞 身体部位 接尾辞 
頭 -c̓uaqia/-qia/-sḡem/-sem/-
zem 
手/腕 -k̓ana 
顔 -em/-sḡem/-sem/-zem 手/手の指 -[s]k̓ana 
額 -[g]iu 腹 -λems 
目 -sdu 腰/体の真ん中 -uy̓u 
耳 =atu 股間/性器 =aḡi/=aq 
鼻 =isba 陰茎 -seḡu 
頬 =my̓a/-biu 尻 -!x̄d 
口 -x̄d 膝 (knee/lap) -x̄dam̓ua 
歯 -ksiʼa 脛 -p̓ig/-p̓ik 
顎 -!x̄λaksi 足 (foot) -[k]sis/-[x]zis/-sis 
首 -!x̄u 足の指 -sis 
襟首 -sgen̓i/-sen(i) 体(全体) -sen/-[g]it/-k̓en 
胸 =bu 体の一側面 -k̓ut 
肩/腕 -x̄ina/-xena   
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 その他、ハイスラ語の身体部位接尾辞を含む語の例は、例えば幾つかの辞書 (Lincoln & 
Rath 1986a, 1986b; Bach 2001b) や論文 (Vink 1977, Bach 1995) に所々見られる。本稿では、表
3 に挙げている接尾辞以外に、身体部位接尾辞があるかどうかを確認する目的で、Bach (1990: 
114-115) 以外の先行研究を参照していないが、Bach (1990: 114-115) が挙げていない身体部位
接尾辞の例として、以下の 1 例が挙げられる： 
 
 (4)  ƛupq̓es 
   ‘burn one’s tongue’  (Bach 2001b: 25) 
 
 (4) の例では、ƛup- (‘火傷する’) という語根 (Lincoln & Rath 1986b: 493) に、普通接尾辞で
ある身体部位接尾辞 -q̓es (‘舌’) が付いていると考えられる。この例については、インフォー
マントに尋ねた。インフォーマントによれば、(4) の -q̓es は、’舌’ だけではなく、口の中全
体を表す接尾辞である。-q̓es の詳細な記述については今後の課題である。 
 表 3 で示した身体部位接尾辞に関して、実際に文の中で使われる例は、先行研究からは観
察されない。そのため、身体部位接尾辞を実際に使う時の詳細については不明瞭な点が多い。
これもまた、第 1 章の最初に述べた目的 (A-C) でデータを集める理由である。 
 しかし、先行研究における身体部位接尾辞を含む語の例から、身体部位接尾辞について全
く何も言えないわけではなく、少なくとも次のことが言えるかと思われる。表 4 にそれを示
す。 
表 4：先行研究に基づくハイスラ語の身体部位接尾辞の特徴 
特徴 そう考えられる理由 
1. 他動詞にも自動詞  
  (状態動詞) にも付 
  く。 
⇒ 次のような例があるから： 
  a) mexc̓uaqia ‘to punch in the head’ 
     (Bach 1995: 19) 
   b) k̓ʷénciu ‘to have a wrinkled forehead’ 
     (Lincoln & Rath 1986a: 239) 
  
2. 身体部位接尾辞が付  
  いた変化を伴う他動 
  詞は再帰的にしか使 
 えなさそうである。 
⇒ a) 英訳にはよく one’s / oneself が含まれている。   
     (他の例: kúp̓ebu ‘to break one’s collar bone or ribs’  
     (Lincoln & Rath 1986a: 215)) 
  b) Lincoln & Rath (1986a, 1986b) の辞書では、再帰 
   的にしか使えないかどうかについてかなり明確  
   に記述されている。そこで挙げられている身体 
     部位接尾辞を含む他動詞のうち、再帰的以外の  
     使い方があるとされたものは、q̓ʷeq̓ʷeɬλemsá (‘to  
     scratch an itchy belly (one’s own or sb. else’s)’)  
     (Lincoln & Rath 1986b: 325) のような変化を伴わ 
     ないものばかりである。 
 
4 採取したデータ 
 身体部位接尾辞の全パラダイムのデータを集めるためには、表 3 で挙げられている身体部
位接尾辞と、yes- (‘(何かで)～を叩く’) という語根との組み合わせが容認可能かどうかをイン
フォーマントに聞いてみた。さらに、各身体部位接尾辞との組み合わせについては聞けなか
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ったが、身体部位接尾辞が付いた他の語根の例も集められた。全ての語根を (基底形で) 表
5 に示す： 
 
表 5：身体部位接尾辞が付くことを確認できた語根（筆者データに基づく） 
語根 意味 語根 意味 
yes- ‘叩く’ q̓ʷet- ‘くっ付く’ 
mex- ‘(拳で)殴る’ mukʷ- ‘結び付ける’ 
demkʷ- ‘蹴る’ ƛup- ‘火傷する’ 
c̓em-  ‘指す/刺す’ kup- ‘細長い物を切る/ 
duqʷ- ‘見る’     折る/壊す’ 
q̓ʷeɬ- ‘痒い’   
 
 yes- と身体部位接尾辞の組み合わせの例は、=u (3.MED.SBJ)と =enƛ (1SG.OBJ) という人称接
語を使って、’彼(女)(MED)が(何かで)私の～(身体部位)～を叩いた’という文の形で、表 3 に挙
げられている身体部位毎にそれぞれの接尾辞を聞いて集めたが、人称接語無しの語基または
それ以外の形で出てきたものもある。表 6 にそれを示す。 
 
表 6：インフォーマントから得た yes- (‘(何かで)～を叩く’) と身体部位接尾辞の例 
身体部位 例 身体部位 例 
頭 
 yezanúduenƛ / 
yec̓uauduenƛ 
手/腕 
 yec̓k̓anauduenƛ / 
yesk̓anauduenƛ 
顔 yesemduenƛ 手/手の指 
 yec̓k̓anauduenƛ / 
yesk̓anauduenƛ 
額 無し 腹 yesixλemduenƛ 
目 yecdúduenƛz k̓ʷax̄λáuax̄u 腰/体の真ん中 yesúy̓uienƛ 
耳 無し 股間/性器 yezáḡi- / yezaḡuduenƛ 
鼻 yezisbúenƛ 陰茎 yeceḡú- 
頬 yezemy̓a- 尻 yec̓ex̄dúduenƛ 
口 yesáḡamduenƛ 膝 (knee/lap) 無し 
歯 yeseksgenduenƛ 脛 yesp̓ig- 
顎 yezex̄λáksi- 足 (foot) yecisduenƛ 
首 yezex̄uduenƛ 足の指 無し 
襟首 無し 体(全体) 無し 
胸 
 yezebúduenƛ / 
yec̓esganuduenƛ 
体の一側面 無し 
肩/腕 yec̓esganuduenƛ   
 
 先行研究も参考にしながら、表 6 に出ているデータとインフォーマントから得たコメント
からは、幾つかの観察ができる。これらの観察を詳しく見ていく前に、身体部位の自由形態
素について集められた例文を参考まで以下の表 7 に示し、表 6 のデータについての説明を幾
つか加える： 
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 表 7：インフォーマントから得た yes- (‘(何かで)～を叩く’) と身体部位の自由形態素の例 
身体
部位 
例2 
 
頭 
yesáu híxt̓iaʼenc / híxt̓igenc 
yes  -a      =u         híxt̓i  -aʼenc        / híxt̓i  -genc 
叩く -FORM  =3.MED.SBJ  頭   -1SG.POSS.MED  頭   -1SG.POSS.PROX 
‘彼(女)(MED)は私の頭を叩いた。’ 
 
顔 
yesáu ḡuḡʷemíaʼenc / ḡuḡʷemígenc 
yes  -a      =u         ḡuḡʷemí  -aʼenc       /  ḡuḡʷemí  -genc 
叩く -FORM  =3.MED.SBJ  顔      -1SG.POSS.MED    顔      -1SG.POSS.PROX 
‘彼(女)(MED)は私の顔を叩いた。’ 
 
目 
yesáu ḡeḡesgenc 
yes  -a      =u           ḡeḡes  -genc 
叩く -FORM  =3.MED.SBJ    目     -1SG.POSS.PROX 
‘彼(女)(MED)は私の目を叩いた。’ 
 
耳 
yesáu p̓isp̓iuaʼenc / p̓isp̓iugenc 
yes  -a      =u         p̓isp̓iu  -aʼenc        /  p̓isp̓iu  -genc 
叩く -FORM  =3.MED.SBJ  耳     -1SG.POSS.MED    耳     -1SG.POSS.PROX 
‘彼(女)(MED)は私の耳を叩いた。’ 
 
鼻 
yesáu xumáx̄genc 
yes  -a      =u          xumáx̄    -genc 
叩く -FORM  =3.MED.SBJ   鼻       -1SG.POSS.PROX 
‘彼(女)(MED)は私の鼻を叩いた。’ 
 
頬 
yesáu ʼum̓iagenc 
yes  -a      =u          ʼum̓ia    -genc 
叩く -FORM  =3.MED.SBJ   頬       -1SG.POSS.PROX 
‘彼(女)(MED)は私の頬を叩いた。’ 
 
口 
yesáu sémsaʼenc / sémsgenc 
yes  -a      =u         séms  -aʼenc        /  séms  -genc 
叩く -FORM  =3.MED.SBJ  口    -1SG.POSS.MED    口    -1SG.POSS.PROX 
‘彼(女)(MED)は私の口を叩いた。’ 
 
歯 
yesáu gígegenc 
yes  -a      =u          gíg  -e   -genc 
叩く -FORM  =3.MED.SBJ   歯   -EP  -1SG.POSS.PROX 
‘彼(女)(MED)は私の歯を叩いた。’ 
 
2  ハイスラ語の所有接尾辞は所有者の人称以外に、所有されているものの位置に関するダイキシス情報を
  含んでいる。表 7 に示してある例文において身体部位を表す自由形態素に付いている所有接尾辞は、所
  有 者が 1 人称単数で所有物 (=身体部位) のダイキシスが近称 (PROX) と中称 (MED) の両方が出ている。
  話し手の身体部位のダイキシスが必然的に近称であると考えられるにも関わらず、インフォーマントは
  両方が使えると述べた。また、訳し方の違いとしては、近称の方を「my ～」と訳し、中称の方を
 「me in/on the ～」と訳す必要があるとインフォーマントに強く指摘された。片方の例文しか出ていない
  場合に もう一方が言えるかどうかは不明である。「膝」の例では、中称の方が自然な言い方に聞こえると
  の 報告があった。 
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顎 
yesáu k̓uáx̄genc 
yes  -a      =u          k̓uáx̄   -genc 
叩く -FORM  =3.MED.SBJ   顎     -1SG.POSS.PROX 
‘彼(女)(MED)は私の顎を叩いた。’ 
 
首 
yesáu q̓uq̓ʷenigenc 
yes  -a      =u           q̓uq̓ʷeni   -genc 
叩く -FORM  =3.MED.SBJ    首       -1SG.POSS.PROX 
‘彼(女)(MED)は私の首を叩いた。’ 
 
襟首3 
yesáu ʼuásk̓anigenc 
yes  -a      =u            ʼuásk̓ani     -genc 
叩く -FORM  =3.MED.SBJ     襟首        -1SG.POSS.PROX 
‘彼(女)(MED)は私の襟首を叩いた。’ 
 
胸 
yesáu t̓eq̓ebuáaʼenc / t̓eq̓ebuágenc 
yes  -a      =u         t̓eq̓ebuá  -aʼenc        /  t̓eq̓ebuá  -genc 
叩く -FORM  =3.MED.SBJ  胸      -1SG.POSS.MED    胸      -1SG.POSS.PROX 
‘彼(女)(MED)は私の胸を叩いた。’ 
 
肩 
yesáu ʼuk̓inágenc 
yes  -a      =u             ʼuk̓iná    -genc 
叩く -FORM  =3.MED.SBJ       肩      -1SG.POSS.PROX 
‘彼(女)(MED)は私の肩を叩いた。’ 
 
手/腕 
yesáu háʼisuaʼenc / háʼisugenc 
yes  -a      =u         háʼisu   -aʼenc        /  háʼisu   -genc 
叩く -FORM  =3.MED.SBJ  手/腕   -1SG.POSS.MED    手/腕   -1SG.POSS.PROX 
‘彼(女)(MED)は私の手/腕を叩いた。’ 
 
手の
指 
yesáu x̄ix̄eksk̓aniaʼenc / x̄ix̄eksk̓anigenc 
yes  -a      =u         x̄ix̄eksk̓ani -aʼenc       / x̄ix̄eksk̓ani  -genc 
叩く -FORM  =3.MED.SBJ  手の指   -1SG.POSS.MED 手の指    -1SG.POSS.PROX 
‘彼(女)(MED)は私の手の指を叩いた。’ 
 
腰 
yesáu tik̓ibuágenc 
yes  -a      =u             tik̓ibuá   -genc 
叩く -FORM  =3.MED.SBJ      腰       -1SG.POSS.PROX 
‘彼(女)(MED)は私の腰を叩いた。’ 
 
女性
器 
yesáu ʼúaḡaiaʼenc / ʼúaḡaigenc 
yes  -a      =u         ʼúaḡai    -aʼenc        / ʼúaḡai   -genc 
叩く -FORM  =3.MED.SBJ  女性器   -1SG.POSS.MED  女性器  -1SG.POSS.PROX 
‘彼(女)(MED)は私の女性器を叩いた。’ 
 
 
睾丸 
yesáu mux̄ʷdelígenc 
yes  -a      =u             mux̄ʷdelí   -genc 
叩く -FORM  =3.MED.SBJ      睾丸      -1SG.POSS.PROX 
‘彼(女)(MED)は私の睾丸を叩いた。’ 
 
 
3 表 7 の身体部位を表す自由形態素の例文は原則として、所有接尾辞のみを伴う名詞句として直接目的語
  の位置に生起するが、「襟首」の例文においてのみ、ʼuásk̓anigenc (‘私の襟首’) の前に位置や場所などを 
  表す前置詞である la を置いても言えるとインフォーマントから報告があった。 
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尻 
yesáu mengac̓ígenc 
yes  -a      =u             mengac̓í   -genc 
叩く -FORM  =3.MED.SBJ      尻        -1SG.POSS.PROX 
‘彼(女)(MED)は私の尻を叩いた。’ 
 
膝 
(knee) 
yesáu ʼux̄dámuaʼenc / ʼux̄dámugenc 
yes  -a      =u         ʼux̄dámu  -aʼenc        / ʼux̄dámu  -genc 
叩く -FORM  =3.MED.SBJ  膝       -1SG.POSS.MED   膝      -1SG.POSS.PROX 
‘彼(女)(MED)は私の膝を叩いた。’ 
 
脛 
yesáu ʼup̓igaaʼenc 
yes  -a      =u             ʼup̓iga   -aʼenc 
叩く -FORM  =3.MED.SBJ      脛      -1SG.POSS.MED 
‘彼(女)(MED)は私の脛を叩いた。’ 
 
足 
(foot) 
yesáu ḡúḡʷiaʼenc 
yes  -a      =u             ḡúḡʷi    -aʼenc 
叩く -FORM  =3.MED.SBJ      足      -1SG.POSS.MED 
‘彼(女)(MED)は私の足を叩いた。’ 
 
 次に表 6 のデータに関して、幾つかの追加説明を指摘する： 
 
追加説明 1： 
yes- の語根末の /s/ が別の子音に変わっているものはほとんど end effect による変化である 
が、中には /s/ + /s/ → /c/ という別の規則 (Bach 2001a: 55) による変化もある。（例えば、
yes- + -sdu → yecdu-）。また、「鼻」の身体部位接尾辞の例では、接尾辞の最後の /a/ が主語
人称接語 =u の前で脱落していると考えられる。（形態素境界で生じ得る現象である (Vink 
1977: 128）。）その他にも、同じ現象により母音が脱落しているものがある可能性があると考
えられる (例えば、「目」の身体部位接尾辞である -sdu の最後の /u/4)。 
 
追加説明 2： 
「目」の身体部位接尾辞の例では、叩く道具が出ている： 
 
 (5)  yecdúduenƛz  k̓ʷax̄λáuax̄u 
     yes   -sdú   -d5     =u        =enƛ      =s       k̓ʷax̄λáu   -ax̄u 
     叩く  -LS.目 -INCH  =3.MED.SBJ  =1SG.OBJ  =PREP     木棒      -DEIX.MED 
     ‘彼(女)(MED)は木棒で私の目を指した。’ 
 
道具を表す名詞句を先行する前置詞 hisは、// =s //という前接語 (enclitic) に接語化しており、
 
4 「目」の身体部位接尾辞の例で -sdu の後ろには、本稿で起動動詞 (inchoative suffix)としている接尾辞  
   -[u]d  が付いている (cf. 観察 2)。「目」の身体部位接尾辞の中の「-sdúd-」の部分においては、起動接尾
  辞が -d という異形態で出現しているのか、起動接尾辞が -ud という異形態で出現し、且つ、-sdu の最 
  後の /u/   が脱落しているのかが不明である (cf. 追加説明 2 の脚注 5)。 
5 脚注 4 で述べたように、(5) の「-sdú -d」の部分を「-sd -úd」とも分析できるという可能性を除外できな
  いが、Bach (2001a: 56) によれば、ハイスラ語で冒頭の母音が脱落する異形態を持つ接尾辞の場合に、母
  音が脱落した異形態は原則として母音及び生節共鳴音の後で出現する。そのため、(5) の逐語訳におい
  て「-sdú -d」という分析の方が正しいという可能性が高いと判断しており、そのように分析している。 
  以下の例でもこの原則に従って起動接尾辞の異形態を分析している。 
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/s/ が 阻害側面音の後で /z/ に変わるという規則 (Vink 1977: 129) に従って、/ =z /として述
語に付いている。 
 
追加説明 3： 
「腰」の身体部位接尾辞の例で、主語人称接語は他の例と違って、=u (3.MED.SBJ) ではなく、
=i (3.DIS.SBJ) となっている。 
 
 次に身体部位接尾辞の使用に関する 6 つの観察を示す： 
 
観察 1： 
インフォーマントは全ての身体部位接尾辞を運用できるわけではない。インフォーマントは、
「『身体部位に関する言葉』があまり得意ではない」と述べ、「より年上の話者ならば、もっ
と知っているだろう」と報告した。表 6 の中で、語基の形で出てきている yezemy̓a- (‘頬を叩
く’)、 yezex̄λáksi- (‘顎を叩く’)、yesp̓ig- (‘脛を叩く’) については、「聞いたことがあると思う
が、意味は分からない」と述べた。 
 
観察 2： 
多くの身体部位接尾辞の後ろには、-[u]d という接尾辞が付いている。Bach (1990: 117,119) と 
Vink (1977: 130) は、 -d と -ud の 2 つを起動接尾辞 (inchoative suffix) として挙げている。
表 6の中で -[u]d が付いた形で出てきた例は全て -[u]d なしでは言えないとインフォーマン
トに判断された。本稿では、この接尾辞を起動接尾辞 (INCH) として扱うことにしている。 
 
観察 3： 
一部の身体部位接尾辞の end effect が先行研究の記述と異なっている。yezex̄λláksi- (‘顎を叩
く’)と yezex̄uduenƛ (‘彼(女)は私の首を叩いた’) では、身体部位接尾辞は有声化接尾辞かのよ
うに語根末の /s/ を /z/ に変えている。yec̓k̓anauduenƛ (‘彼(女)が私の腕/手/手の指を叩いた’) 
では、身体部位接尾辞は声門化接尾辞かのように語根末の /s/ を /c̓/ に変えている。インフ
ォーマントは、 yec̓k̓anauduenƛ と yesk̓anauduenƛ の両方とも言えると判断したが、
yec̓k̓anauduenƛ の方が許容性に自信があると報告した。 
 
観察 4： 
表 3 で観察されなかった、または表 3 と多少違う形で観察された身体部位接尾辞がある： 
 
頭： =an(u) と -!ua 胸/肩/腕：  =!sgan(u) 腹： -ixλem 
口:  -aḡam 股間/性器:  =aḡ 歯： -ksgen 
 
インフォーマントは、胸/肩/腕の =!sgan(u) が「上半身」という意味でも使えると報告した。 
 
観察 5： 
表 3 に出ていた一部の身体部位接尾辞は違う意味で使われており、インフォーマントは一部
の接尾辞の意味に関して多少の揺れがあることを報告した。例えば、「鼻」の =isba は、最
初に ’足’ という意味であると述べたが、後で ’鼻’ という意味であると報告し、最終的には、
どちらかと言えば ‘足’ を意味していると述べた。また、「股間/性器の」の =aḡi は ’女性器’ 
で、=aḡ は男女を問わず ‘股間/性器’ であり、「陰茎」の -seḡu は ‘男性の股間’/’男性器全体’ 
であると報告した。 
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観察 6： 
インフォーマントは、集めた文の英訳について、「my ～」は不自然であるため、「me in/on the 
～」と訳す必要があると何度も強く指摘した。 
 
 最後に、インフォーマントが yes- と共起した際、未知であった表 3 の接尾辞をまとめる： 
 
表 8：インフォーマントが未知であった表 3の身体部位接尾辞 
身体部位 接尾辞 身体部位 接尾辞 
頭 -c̓uaqia/-qia/-sḡem/-sem/-
zem 
襟首 -sgen̓i/-sen(i) 
顔 -sḡem/-sem/-zem 肩/腕 -x̄ina/-xena 
額 -[g]iu 腹 -λems 
耳 =atu 股間/性器 -aq 
頬 -biu 膝 (knee/lap) -x̄dam̓ua 
口 -x̄d 体(全体) -sen/-[g]it/-k̓en 
歯 -ksiʼa 体の一側面 -k̓ut 
 
 さらに、yes- の例は、例えば次のような文も出た： 
 
 (6)  sas  yesémdix̄deʼu  ha 
      sa     =s      yes   -ém    -d     -ix̄d  -e    =ʼu         ha 
     AUX.PQ  =2.SBJ   叩く -LS.顔  -INCH  -DES  -EP   =3.MED.OBJ   QP 
     ‘貴方は彼(女)(MED)の顔を叩きたいのか？’ 
 
 (7)  yesémden  sax̄ƛ 
     yes   -ém    -d      -e    =n         sax̄ƛ 
     叩く  -LS.顔  -INCH   -EP   =1SG.SBJ    PN.REFL 
     ‘私は自分の顔を叩い(てしまっ)た’ 
 
 また、次の文は、’彼(女)(MED)は手で私を叩いた’ という意味で言えないと判断された： 
 
 (8)  yec̓k̓anauduentƛ 
     yes  -sk̓ana  -ud     =u           =enƛ 
     叩く -LS.手  -INCH   =3.MED.SBJ    =1SG.OBJ 
     * ‘彼(女)(MED)は手で私を叩いた。’ 
 
 そして、次の 2 つの文に関しては、(9a) は言えるが、(9b) は、言えないと判断された： 
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 (9)6 a.  q̓ácukʷsu  yíyesemd  bíbegʷanemax̄u 
         q̓ácukʷ    =su         yí-   -yes   -em   -d      bí-    -begʷanem  -ax̄u 
         AUX.好き  =3.MED.SBJ  PRED  -叩く  -LS.顔 -INCH   PRED  -人        -DEIX.MED 
         ‘彼(女)(MED)はあの人たちの顔を叩くのが好きだ。’ 
 
     b.  * q̓ácukʷsu  yíyesemd 
          q̓ácukʷ   =su         yí-   -yes   -em    -d 
          AUX.好き =3.MED.SBJ  PRED  -叩く  -LS.顔  -INCH 
          ‘彼(女)(MED)は顔を叩くのが好きだ。’ 
 
 (9b) が言えない理由としては、「誰の顔か分からないから」との報告があった7。次に、yes- 
以外の語根の例を見ていく。 
 
4.1 yes- 以外の語根の例 
 表 5 に載っている yes- 以外の語根は、語根によって一例しか出ていないものもあれば、幾
つかの例が出たものもある。次の表には、語根毎に最低限 1 例を載せ、後の考察にとって重
要な例を全て載せる： 
表 9：yes- (‘(何かで)～を叩く’) 以外の語根の例 
語根 例文 
mex- 
‘(拳で)殴
る’ 
(10) meksdúduenƛ 
    mex  -sdú     -d     =u          =enƛ 
    殴る - LS.目   -INCH   =3.MED.SBJ   =1SG.OBJ 
    ‘彼(女)(MED)は私の目を殴った。’ 
 
demkʷ- 
‘蹴る’ 
(11) démk̓ʷex̄dudix̄danugʷaʼu 
    démkʷ -e   -x̄d     -ud   -ix̄d   -a     =nugʷa    =ʼu 
    蹴る  -EP  -LS.尻  -INCH  -DES  -FORM  =1SG.SBJ  =3.MED.OBJ 
    ‘私は彼(女)(MED)の尻を蹴りたい。’ 
c̓em- 
‘指す/刺
す’ 
(12) c̓emsdúduenƛ 
    c̓em  -sdú    -d      =u          =enƛ 
    指す -LS.目   -INCH   =3.MED.SBJ   =1SG.OBJ 
    ‘彼(女)(MED)は私の目を刺した。’ 
 
duqʷ- 
‘見る’ 
(13) dúx̄ʷsduduʼu 
    dúqʷ  -sdu     -d      =u          =ʼu 
    見る  -LS.目   -INCH   =3.MED.SBJ    =3.MED.OBJ 
    ‘彼(女)(MED)は彼(女)(MED)の目を見つめている。’ 
 
q̓ʷeɬ- 
‘痒い’ 
(14) ʼapáns  q̓ʷeɬsk̓ana 
    ʼapá         =n         =s       q̓ʷeɬ  -sk̓ana 
     AUX.とても  =1SG.SBJ    =PREP    痒い -LS.手 
     ‘私の手はとても痒い。’ 
 
6 (9a-b)では言い間違えとして、3 人称中称の直接目的語人称接語である =u の代わりに、3 人称中称の間
  接目的語人称接語である =su が使われていると考えられる。 
7 (9b) が許容されなかった理由としては、本動詞の方で (部分重複により形成された) 複数形を使ってし
  まったことも考えられる。 
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q̓ʷet- 
‘くっ付
く’ 
(15) q̓ʷeck̓anasu 
    q̓ʷet     -sk̓ana   =su 
    くっ付く -LS.手    =2.SBJ 
    ‘貴方の手には何かがくっ付いている。’ 
 
(16) q̓ʷet̓ex̄d- 
    q̓ʷet      -e   -x̄d 
    くっ付く  -EP  -LS.尻 
  ‘(パンツなどが) 尻にくっ付く’ 
mukʷ- 
‘結び付け
る’ 
(17) múk̓ʷex̄u- 
    múkʷ      -e   -x̄u 
    結び付ける -EP  -LS.首 
  ‘首の回りに(ネクタイなどを)結び付ける’ / ‘首吊りで自殺する’ 
 
 
 
ƛup- 
‘火傷す
る’ 
(18) ƛúpsk̓anu  
    ƛ̓úp     -sk̓ana   =u 
    火傷する -LS.手   =3.MED.SBJ 
    ‘彼(女)(MED)は(自分の)手を火傷させた。’ 
 
(19) ƛúpsk̓anatuenƛ 
    ƛúp     -sk̓ana  -t      =u          =enƛ 
    火傷する -LS.手  -PAST   =3.MED.SBJ   =1SG.OBJ 
    ‘彼(女)(MED)は私の手を火傷させた。’ 
 
 
 
 
 
kup- 
‘細長い物
を切る/折
る/壊す’ 
(20) silí  kúp̓ex̄u  ha 
    sil      =í         kúp  -e   -x̄u    ha 
    AUX.PQ  =3.DIS.SBJ  折る -EP  -LS.首  QP 
    ‘彼(女)(DIS)は(自分の)首(の骨)を折ったのか？’ 
 
(21) sas kúp̓ex̄utʼi ha 
    sa      =s       kúp  -e   -x̄u    -t     =ʼi         ha 
    AUX.PQ  =2.SBJ   折る -EP  -LS.首  -PAST  =3.DIS.OBJ   QP 
    ‘貴方は彼(女)(DIS)の首(の骨)を折ったのか？’ 
 
(22) kúp̓ex̄utnugʷaʼu 
    kúp  -e   -x̄u    -t     =nugʷa    =ʼu 
    折る -EP  -LS.首  -PAST  =1SG.SBJ  =3.MED.OBJ 
    ‘私は彼(女)(MED)の首(の骨)を折った。’ 
 
5 データについての考察 
 本稿では、第 4 章で提示したデータについて考察を行う。 
 
5.1 インフォーマントが運用している身体部位接尾辞について 
 前述したように、インフォーマントが表 3 に載っていた身体部位接尾辞を全て知っている
わけではなく、多少違う意味で使う場合がある。さらに、先行研究で観察されなかった接尾
辞も観察された。これらの接尾辞について次のことを指摘したい： 
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I) インフォーマントが使っていた =aḡ (‘女性の股間/性器’) と -ixλem (‘腹’) は、
表 3 の=aq (‘股間/性器’) と -λems (‘腹’) と意味上も形式上もとても似ている
ため、何らかの異形態であることなどで説明できるかもしれない。また、-ixλem 
(‘腹’) の冒頭の i について更に探ってみれば、後の口蓋化した子音である x 
([xʲ]) の影響を受けて [i]の音色を持った挿入母音である可能性もあると考え
られる。 
II) インフォーマントが使っていた =!sgan(u) (‘胸/肩/腕/上半身’) は、-sgen̓i (‘襟
首’) とは意味的に少し離れてはいるが、この場合も形式が似ている。 
III) インフォーマントが「頭」の身体部位接尾辞として使っていた -!ua という形
は、語根の方で end effect 或いはその他の規則的な形態音韻論的な変化しか生
じていない前提で考えたが、仮に yes- の語根末の /s/ が何らかの理由でなく
なったと想定すれば、先行研究の -c̓uaqia (‘頭’)の前半部分に近い  
-c̓ua (end effect が不明) という形として分析できる。 
IV) インフォーマントが「口」の身体部位接尾辞として使っていた -aḡam は、先
行研究で見つかる -ḡem (‘前に/で’ 英: ‘in front’ Bach 1990: 115)と似ているが、
関係があるかどうかは現時点で分からない。 
 
 インフォーマントは、自身は「身体部位に関する言葉」に詳しくないと何度も報告した。
本人の報告によれば、自身と前の世代の話者とは話しているハイスラ語が大きく異なり、前
の世代の話者の方が「身体部位に関する言葉」により精通している。このようなコメントは
ハイスラ語の別の文法現象である複数性に関しても、同じインフォーマントから得られた 
(Vattukumpu 2018: 57)。従って、知らない身体部位接尾辞があることは、言葉遣いに関する世
代差の現れの 1 つかもしれない。 
 
5.2 end effect について 
 観察 3 で示したように、表 6 の中には、end effect が先行研究通りに生じない例があった。
yezex̄uduenƛ (‘彼(女)(MED)は私の首を叩いた’) の例で、’首’ を表す身体接尾辞は、語根末の子
音で先行研究の記述と違って有声化の end effect を生じさせているが、(17)、(20)、(21)、(22) 
の例で、同じ接尾辞は先行研究通りに声門化の end effect を生じさせているため、インフォ
ーマントはほとんどの場合に、-!x̄u (‘首’) を声門化接尾辞として使っていると言えよう。 
 ‘手’ を表す身体接尾辞 (-[s]k̓ana) は、表 6 に載っている例以外に、声門化を生じさせてい
る例がないため、この場合もほとんど先行研究通りに end effect が生じていると言えよう。
yezex̄λáksi- (‘顎を叩く’) に関して言えば、意味は分からないが聞いたことはあるとの報告が
あったため、言い間違えの可能性も否定できないだろう。end effect に関する多少の不統一性
も話者世代差によるものである可能性があると考えられる。 
 
5.3 身体部位接尾辞の意味役割及び変化を伴う他動詞について 
 身体部位接尾辞が担える意味役割に関して言えば、(8) で見たように、身体部位接尾辞が
表す身体部位の意味役割が道具 (instrument) であると解釈される文は非文となるため、ハイ
スラ語の身体部位接尾辞は道具の意味役割を担うことができないということが示唆される。
このような非文の例はもう 1 つある。この例は、’彼(女)(MED)は手で私を殴った’ という意味
で言えず、’彼(女)(MED)は私の手を殴った’という解釈しかできない： 
 
 
 
ワットゥクンプ テロ（2020）『言語記述論集』12: 205-222
218
 (23)  meksk̓anauduentƛ 
      mex  -sk̓ana  -ud      =u          =enƛ 
      殴る  -LS.手  -INCH    =3.MED.SBJ   =1SG.OBJ 
      * ’彼(女)(MED)が手で私を殴った’ 
 
 また、前に述べたように、先行研究における身体部位接尾辞の例は、身体部位接尾辞が付
いた変化を伴う他動詞は再帰的にしか使えないことを示唆している。要するに、先行研究か
らは、身体部位接尾辞が表す身体部位の所有者の意味役割が被動者 (patient) でありながら、
動作主 (agent) と同一人物ではないという使い方もあるということが読み取れない。しかし、
(19)、(21)、(22) の例文から分かるように、そのような身体部位接尾辞の使い方は実際にでき
るのである。 
 
6 まとめ 
 前述のデータに関する観察・考察を次のようにまとめる： 
 
① インフォーマントは先行研究から参照した表 3 の身体部位接尾辞のほとんど
を知っている。また、先行研究で観察されなかった身体部位接尾辞を使って
いるが、先行研究で観察された接尾辞と似ているものがあることが分かった。
未知の身体部位接尾辞があることについては、話者の世代差によるかもしれ
ない。 
② インフォーマントが表 3 の身体部位接尾辞を使う時に end effect は概ね先行
研究の記述通りに生じるが、違う例も多少ある。  
③ 身体部位接尾辞が表す身体部位の意味役割としては、道具が不可能である可
能性があると考えている。また、先行研究から予想できなかった観察として
は、身体部位接尾辞が付いた変化を伴う他動詞は非再帰的にも使えることが
分かった。 
 
7 問題点と今後の課題 
 現時点残っている問題点としては、例えば次のものが挙げられる： 
 
① 起動接尾辞として扱ってきた -[u]d と身体部位接尾辞の関係はまだ把握でき
ていない。この接尾辞と共起せずに生起した身体部位接尾辞もあるため、共
起する場合としない場合の両方あり得るが、規則性については不明である。 
② 本稿は、身体部位接尾辞と動詞の関係性にのみ着目したが、名詞に付くこと
もあるかもしれない。 
③ 先行研究 (特に辞書) から観察される身体部位接尾辞の例は網羅できていな
い。今後、反例を含めた網羅的な調査が必要である。 
④ データは 1 名のインフォーマントから得たものであり、実例数が少ない。 
 
 今後の課題としては、第一に先行研究が報告する身体部位接尾辞の例を徹底的に調べるこ
とである。これまで見た限りでは、先行研究の辞書の中では、例えば -[u]d を伴う身体部位
接尾辞を含む見出し語が多く見られるため、参考資料として期待できる。また、身体部位接
尾辞が付いた名詞も出てくる可能性がある。 
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     略号一覧 
 
- 形態素境界 LS 語彙的接尾辞 
= 接語境界 / 有声化接尾辞 MED 中称 
-! 声門化接尾辞 OBJ 目的語 
1 一人称 PAST 過去 
2 二人称 POSS 所有接尾辞 
3 三人称 PQ 極性疑問 
AUX 助動詞 PROX 近称 
DEIX 直示 PN 代名詞 
DES 希望法 PRED 部分重複 
DIS 遠称 PREP 前置詞 
EP 挿入音 QP 疑問小辞 
FORM 形式的形態素 REFL 再帰 
FUT 未来 SBJ 主語 
INCH 起動 SG 単数 
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【付属資料】 
 
【本稿の表記法】 
 
 子音音素： 
/p/: ⟨b⟩ /pʰ/: ⟨p⟩ /pʼ/: ⟨p̓⟩ /kʲ/: ⟨g⟩ /kʲʰ/: ⟨k⟩ /kʲʼ/: ⟨k̓⟩ /ʔ/: ⟨ʼ⟩ 
/t/: ⟨d⟩ /tʰ/: ⟨t⟩ /tʼ/: ⟨t̓⟩ /kʷ/: ⟨gʷ⟩ /kʷʰ/: ⟨kʷ⟩ /kʷʼ/: ⟨k̓ʷ⟩ /h/: ⟨h⟩ 
/t͡ s/: ⟨z⟩ /t͡ sʰ/: ⟨c⟩ /t͡ sʼ/: ⟨c̓⟩ /q/: ⟨ḡ⟩ /qʰ/: ⟨q⟩ /qʼ/: ⟨q̓⟩ /s/: ⟨s⟩ 
/tˡ/: ⟨λ⟩ /t͡ ɬ/: ⟨ƛ⟩ /t͡ ɬʼ/: ⟨ƛ̓⟩ /qʷ/: ⟨ḡʷ⟩ /qʷʰ/: ⟨qʷ⟩ /qʷʼ/: ⟨q̓ʷ⟩ /ɬ/: ⟨ɬ⟩ 
/m/: ⟨m⟩ /mʼ/: ⟨m̓⟩ /w/: ⟨w⟩ /wʼ/: ⟨w̓⟩ /xʲ/: ⟨x⟩ /χ/ː ⟨x̄⟩ /l/: ⟨l⟩ 
/n/: ⟨n⟩ /nʼ/: ⟨n̓⟩ /j/: ⟨y⟩ /jʼ/: ⟨y̓⟩ /xʷ/: ⟨xʷ⟩ /χʷ/ː ⟨x̄ʷ⟩ /lʼ/: ⟨l̓⟩ 
 
 ※ 子音音素の主な異音変異 (allophonic variation)： 
/p/: [p ~ b] /t/: [t ~ d] /kʲ/: [kʲ ~ ɡʲ] /kʷ/: [kʷ ~ ɡʷ] 
/q/: [q ~ ɢ] /qʷ/: [qʷ ~ ɢʷ] /t͡ s/: [t͡ s ~ d͡z] /tˡ/: [tˡ ~ dˡ] 
 
母音音素： 
/i/:  ⟨i⟩ /a/:  ⟨a⟩ /u/:  ⟨u⟩ 
  
※ 母音音素の主な異音変異 (allophonic variation)： 
    /i/ → [ei̯]  /  [+uvular/glottal] ___      /u/ → [ou̯]  /  [+uvular/glottal] ___ 
 
その他： 
⟨e⟩  =  シュワー    ⟨  ́ ⟩  =  アクセント 
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【直接法における主語・直接目的語の人称接語】 
 
     主語の人称接語 
 単数 複数 
一人称 =n / =nugʷa 
=nuxʷ (除外的) 
=nis (包括的) 
二人称 =su 
三人称 – 近称 =ix 
三人称 – 中称 =u 
三人称 – 遠称 =i 
三人称 – 欠称 =gi 
    ※ 一人称単数の主語の人称接語は 2 つの異形態がある。助動詞に付くのは、=n  
        のみであるが、それ以外の環境では自由変異の関係にある。 
 
  直接目的語の人称接語 
 単数 複数 
一人称・除外的 =enƛ(a) 
= enƛanuxʷ (除外的)  
=enƛanis (包括的) 
二人称 =uƛ(a) 
三人称 – 近称 =ʼix / =ʼex̄g 
三人称 – 中称 =ʼu 
三人称 – 遠称 =ʼi 
三人称 – 欠称 =ʼex̄gi 
     ※ 筆者のデータの中には、三人称・欠称複数の直接目的語の人称接語として、 
     先行研究の記述でこれまでに見ていない -ʼiʼex̄gi という生産性が低い接語も見 
        られるが、この接語の振る舞いに関する詳細は不明であるため、表の中に入れ 
        ていない。 
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